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1.はじめに

本年度から移行期間に入った次期学習指導要領1)2)

では,生徒自ら課題を見つけ,探究し,自ら学び自ら

考える「生きる力」の育成が課題となっており,新た

に総合的な学習の時間が創設された。この「生きる力」

の下地となる,情幸糾文集,比較,分析をはじめとする

探究の方法や,表現力の育成にはコンピュータの活用

が有効となる。これまで,実践してきた「マルチメディ

アの活用」3)4)や「生徒の情報処理能力の育成」5)6)ち,

このような情報リテラシーの育成や,学びの道具とし

てのコンピュータ活用の実践として意義あるものと考

える。今年度からは,これらの研究を基盤として,各

教科や総合的な学習での生徒の主体的活動をサポート

する道具としてのコンピュータ活用の実践計画を作成

する。また,主体的道具として活用するにはどのよう

な情報リテラシーが必要であるか,また,実践により

生徒のどのような能力が育成されていくのかを考察し
ていく予定である。今年度は,中学校1年生で実施し

ている「総合的な学習LIFE I (学び方を学ぶ)」で

のコンピュータ活用について報告する。

2.中学校入学時の生徒のコンピュータに関する
意識

4月当初に,中学校1年生を対象としたコンピュー

タ利用に関するアンケート調査を実施した。その結果
を表1に示す。

表1中学入学時のコンピュータ利用に関する意識調査の結果

対象　中学校1年生　39名(2000年4月調査)

問l　コンピュータを利用したことがありますかO

あればそれほどのようなことですか。

①ワープロ　　　　　　　　28名

②絵画(グラフィック)　　20名

③表計算　　　　　　　　　12名

④インターネット　　　　　16名

⑤プログラミング　　　　　1名

⑥その他(ゲームなど)　　　9名

⑦ない　　　　　　　　　　1名

間2　コンピュータ利用をした場所

①小学校の授業

②小学校のクラブ

③自宅

(り友達の家

⑤その他

20名

7名

27名

7名

4名

問3　家にコンピュータはありますか

vl 1"*い

(塾家族のものがある

③自分専用のものがある

13名

23名

2名

間4　家にワープロ専用機はありますか。

①ない　　　　　　　　　16名

②家族のものがある　　　　16名

①自分専用のものがある　　　5名

聞5　ワープロを使ったことがありますか

①ない　　　　　　　　　　　7名

②使ったことはあるが,うまくは使えない　24名

③かなり使える　　　　　　　8名
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問6　表計算ソフトを使ったことがありますか。

また.その程度は。

①ない　　　　　　　　　　　28名

②使ったことはあるが,うまく使えない

③かなり使える　　　　　　　2名

聞7　これからコンピュータを使いたいですか。

①全くそうは思わない　　　　0名

②あまり思わない　　　　　1名

③わからない　　　　　　　　0名

④できればしたい　　　　　　6名

⑤是非使いたい　　　　　　32名

l

:間8
1

]

】

1

1

7名l

インターネットについて知っていますか

①全く知らない　　　　　　　6名

②あまりわからない　　　　14名

③すこし知っている　　　　17名

①よく知っている　　　　　　2名

問9インターネットを利用したことがありますか。

①ない　　　　　　　　　　19名

②ホームページを見たり調べたことがある19名

③ホームページを作成したことがある　0名

④電子メールをしたことがある　3名

⑤2-4以外の利用がある　　1名

間10　コンピュータでどんなことを学習したいですか。

選択肢　ア-したくない　イ-わからない　ウニできればしたい　工-是非したい

ア イ ウ エ

① ワ】プロ (文書の作成) 3 1 15 20

② 作画 (グラフィック) 2 . 6 10 21

③ 表計算 (多 くのデータを表にして計算や分析) 4 14 ll 10

④ デ】夕ベース (表計算をさらに進め, 分析を深める) 7 14 12 6

⑤ インターネットでホームページ閲覧, 作成 0 3 8 :s

⑥ 電子メールのや りとり 1 4 6 28

⑦ プログラミング (ソフトを自分で作成) 1 8 9 2 1

2年前(1998年)の調査5)と比較して,コンピュー

タの家庭への普及がさらに進んでおり,中学校入学ま

でにほとんどの生徒がコンピュータを使ったことがあ

ることがわかる。前回の調査と比較して,特に,小学

校で利用した生徒が大きく増加した。ゲームのみでな

く,ワープロやはがき作成など身近な文章入力の道具

として使ったことのある生徒も多い。コンピュータで,

いろいろなことができるという意識はあるが,具体的

に文章入力以外での利用は少なく,学習や探究の道具

としての活用体験はまだないようである。

このような状況の中で,コンピュータ利用の技術を

習得したいという生徒の希望は高く,特にWWWや

電子メールなどのインターネット関係に対する関心が

高いことがわかった。

3.総合的な学習(LIFE I)

広島大学附属福山中学・高等学校(以下当校)では,

コンピュータは数年前からすでに多くの教科・科目の

授業で活用されている。そこで,中高6年一貫教育の

スタートである中学校1年生の段階で,基礎的な情報

リテラシーを育成しようと1997年度から「課題学習

(学校裁量の時間:週1時間)」を利用して,全ての

生徒がコンピュータ活用の基本的な能力を身につける

ことを目的とした授業をはじめた1999年度からは

「総合的な学習の時間」の試行に伴い,この時間を

「総合的な学LIFE I (学び方を学ぶ)」と題して,

情報リテラシーに加えて,探究の方法や課題の解決な

ど, 「学び」に重点を置いた授業を行っている。

今年度からは,過2時間へと拡大され,時間的な余

裕ができ,内容の充実に努めている。

(D LIFE工の目標と年間計画

総合的な学習のねらいである「生きる力」を育てる

ためには,単に自由研究や課題研究を行うだけでは不

十分である。特に,中学1年生では,自ら課題を見つ

けること,そして,幅広い情報を収集し適切に取捨選

択し分析する能力を育てることが重要であり,これら

の能力が主体的に探究を行う上での基礎となる能力で

あると考える。この能力は,学習の基礎となるのみで

なく,現在,メディアの発展に伴い多くの情報にさら

されている生徒たちが,主体的に自己の生き方を考え

ていくた捌こも重要となる力であると考える。
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「総合的な学習LIFE I (学び方を学ぶ)」では,

この能力の育成を目標として計画した。

実際の展開では, 1.表現の方法を学ぶ, 2.探究

の方法を学ぶ, 3.相互評価と自己評価と大きく3つ

の単元を組み,生徒が興味を持った一つの本との出会

いをスタートとして,その本のテーマにそって,調べ

学習や研究発表,相互評価などを行う。この活動を通

して,コンピュータを表現や情報収集,分析などの道

具として活用できる情報リテラシーの育成と表現能力

の育成を図ることを一つの目標としている。また,自

己評価と相互評価を効果的に組み込むことで,課題の

設定を行う助力としたり,視野の拡大や興味・関心の

高まりをねらっている。さらに各自の考えや研究がど

こまでできているのか,自分は今,何をしているのか

などのメタ認知的なモニタリングをくり返し行うこと

で,自己教育力を育てていきたい。この授業では,輿

味を持ったテーマを,より深く掘り下げ,課題を自ら

解決していき,知識や視点を総合的なものへと拡張し

ていく体験を生徒が感じられるような展開をねらった。

授業(コンピュータ教室)で利用したソフトは以下

の通りである。

0 S Microsoft Windows98

ワープロ　Microso氏　Word97

作画　　　ペイントブラシ

表計算　　Microsoft Excel97

ホームページ作成　Microsoft FrontPage Express

ブラウザ　Microsoft Internet Explorer5.0

掲示板　　シンプル掲示板ver5.1r　フリーソフト)

コンピュータ教室のコンピュータは生徒用42台が設

置されており,それぞれ教室内LAN,校内LAN,イ

ンターネットに接続され,学習活動に利用できるよう

になっている。また,イメージスキャナが接続された

教師用コンピュータでは,写真や図などの取り込み,

デジタルカメラの画像の処理を行うことができる。な

お,教室内または校内でのみ生徒のホームページ(レ

ポート)が閲覧できる設定となっており,このLAN

環境を利用して,相互評価を行った。

表2に,年間指導計画を示す。

(2)指導上の工夫とポイント

昨年度の実践6)7)で明らかになった課題は,生徒は

コンピュータの操作の習得について高い関心を示し,

特に,文章のレイアウトや装飾,作画などの操作には

熱心に取りくむが,年度後半に行った課題研究(全体

テーマ: 「20年度の世界」)については,テーマによっ

ては資料が少なかったり,探究した未来像がややもす

ると大学や企業の研究者の未来像そのものになってし

まい,そこに生徒の意見が見られないという点であった。

これらの課題を解決するために,今年度は以下の3

点を確認して教材開発を行った。

①　コンピュータの活用法について

近年のコンピュータの普及に伴い, 1年生のコン

ピュータ操作能力も高くなってきている。しかし,

コンピュータは使えるが,それに見合うだけの,各

自の考えをまとめ表現したり,課題を持って調べる

力が備わっているかが,一つの問題である。授業が,

単にコンピュータの使い方で終わるのではなく,コ

ンピュータを使って課題を探究していくことに重点

を置いた活動にしていかなければならない。また,

ホームページの形でまとめ,発表することで表現の

場として,そして互いに情報交換する場としてのコ

ンピュータの活用を図る。

②　生徒の興味・関心を基本に据えて(全員別々のテー

マで)

生徒各自が興味を持ったことに集中できるように,

また,自らの動機付けで学習が進むようにと,ワー

プロ学習の題材から一人1冊ずつの本を選ばせて活

m^m

③　課題や内容を深める(相互評価・自己評価の活用)

課題を深めたり,各自がどこまでわかっているの

かなどを知るために相互評価,自己評価を実施する。

また,発表,質疑応答という場面だけでなく,掲示

板機能を活用することで,活発な相互評価にしていく。

この視点にそった教材として, 「科学のアルバム」

シリーズ(あかね書房,仝97巻)を選んだ。年度当初,

このシリーズから生徒各自が興味を持った1冊を選び,

その中の文章をワープロ入力の題材としたり,本の紹

介や,課題研究のテーマも,その本にそった形で行っ

た。生徒がそれぞれ異なる題材であるため,他者を頼

りにすることができず,また,本の内容も自然や生物

を題材としており,生徒にとっても身近に感じられる

ものであった。また,自然や生物に関する資料もイン

ターネット上に比較的豊富にあり,主体的に課題に取

り組むことができたと考える。
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表2　年間指導計画　(70時間)

月 単元名 学習のテーマ .ね らい 学習の具体 的な内容

4

5

6

1 . 表現 の方法 を .表現の基礎 としてのワープロ操作や作回, . ワープロ操作 の基礎

学ぶ お よびホームページ作成 など一連のスキ 文章入力, 変換, レイア ウ ト, 保存, 印

ルの習得 をはか る0 刷 など0

.入力す る文章や探究 する題材が, 各 自が . 「科 学の アルバ ム」 シリ】ズか ら, 興味

興味 を持 って選んだ本 を もとに している を持 った本 を 1 冊選び, その中の文章 を

ということを出発点 とするこ とで, 生徒 題材 に, 文章入力 と絵の作成 .挿入 を行

の輿疎 .関心 を高め, 本 の個性的 な紹介 つ
や より深い感想 などを作 成 .表現 させ る。 .上記の本の紹介や感想の作成

. これらの作品 を互いに公 開す ることで個 その本 (テーマ) にどの ように (なぜ)

7

(8 )

9

性 的で, わか りやすい表現力 の育成 を目 興味 を持 つたか。本 を読んで新 たにわか

指す0 つたこ とや興味 を持 つた こと, 感想 な ど

.表計算 ソフ トの基礎 をまとめる。

.表計算 ソフ トを活用 して, 分析能力や麦 . 表計算 ソフ トの基本的操作技術 の習得

現能力 を育む0 セルへの入力, 計算, 関数, グラフ化

. データ処理 と分析
理科年表や地図帳のデータを整理,分析,

比較 しそのなかか ら各 自の発見 をまとめ

させ る0 また, 各 自のテーマ に即 したデ

ー タをグラ フ化す るなど, 分析 力や表現
力を深 める。

10

ll

2 . 探究の方法 を .各 自のテ】マに関連 して, さらに詳 しく .上記の本についての感想 と本の紹介お よ

学ぶ 課題 を設定 し, 調べ学習 (課題研究) を び, これか ら調べ たいことなどをまとめ

行 う0 ホームペ ージの形式 で互い に公開する0

.表現の道具, また調べ学習な どの道具 と . インターネ ッ トでの調べ学習 をす るため

してのコンピュータの活用 をはかる。 の検 索方法の習得 やそれ を利用す る上で

.調べたことをホームペ ージ形式 でまとめ, の注意点 を学ぶ。

公 開 してい くことで, 表現力の さらなる -各 自のホームページに調べ たことなどを

育成 をはかる。 追加 し, よ り広 く, 深 い ものを作 り上げ

.中間発 表では それぞれのテーマについ てい く。

12

1

2

3

て, 「こんなお もしろい ことがある」 「こ .課題研究 の中間発 表

れについて教 えて」 などの意見交換 する ホ】ムペー ジの掲 示板機能 を活用 し, 互

中で関心を高 める とともに, 調べ 学習 の い に意見交換を行 う中で, さらに詳 し く

課題 を明確 にしてい く0 調べる課題 を見つける。

.研究 をすすめる手順や発表方法 を学ぶな ..意見交換 を参考に, それぞれの テーマ を

かで, 探 究能力 を育成 し, 自ら課題 を見 さらに深 く調べてい く0 この際, 図書館

つけてい く力 を育てる。 や インターネッ トの活用 をはか る。

. さらに研究 をすすめ, その内容 をホーム
ペ ージにまとめ公開する。その際, 研究

目的 (課 題), 調べ た結果, 残 った課患

(疑問点), 参考文献等 を明記する。

3 . 相互評価 と自 .評価の観点 を明確 に して互い に相互評価 .研究発表会 を開 き, 質疑応答 で意見交換

己評価 をす る中で, 各 自の研究 を振 り返 り自己 を行 う0

評価につなげ, メタ認知的な視点 を育む0

. これまでの各 自の課題を振 り返 り, それ

. ホームペ ージの掲示板機 能を利用 して,

相互評価 を行 う。

.意見 交換 や相互評価か ら, 各 自の研究 の
成果や, 残 された課題な どを整理す る。

. これ までの成果 はデー タとして コンビユ
ぞれの成長 を評価 し, 自ら課題 を持 って 一 夕に保存 されている。 これ らを振 り返

学 んでい く姿勢 を育成する。 り, コンピュータで何がで きるか。 どの

ような利点があったかなどを振 り返 る。
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(3)実践結果(生徒の反応)

1学期終了の段階でのアンケート調査では,全員が

ワープロ操作や,作画,ホームページ作成に関して

「使える,できる」と答えた。時間が必要な生徒も見

られるが,文書に図を挿入したり,レイアウトを変更

したり,文字の色を工夫したりと,それぞれが楽しん

で作業できる段階になった。

課題研究では,今年度のテーマは,当初ねらったと

おりに,生徒にとって身近に感じられるものであり主

体的に取り組むことができた。

例えば,次の表のように,その生物や自然の特徴や

分布のみでとどまらず,名前の由来(各地での呼ばれ

方),花言葉などそれぞれ,個怪のある視点で調査を

行っていた。

課題研究の例(章立て)

例1 「氷の世界」

1.はじめに

2.北極と南極の氷山の違いとその理由

3.氷の世界に住む動物

4.温暖化による氷山への影響

例2「ツクシ」

1.はじめに(研究の動機・興味をもったこと)

2.身近なところのツタシ

3.ツクシの花言葉

4.ツクシってどんな昧

5.ツクシの方言と語源

6.意外なところで活躍していたツクシ(薬効)

7.ツクシとスギナの関係

8.感想

例3 「ヤマネ～ねぼすけの本当の姿～」

1.「ヤマネって何だ?」という人のために

2.ヤマネの名前(世界または日本での呼ばれ方)

3.ヤマネの生活

4.ヤマネの冬眠

5.ヤマネの分布

6.げっ歯目に属する動物

7.線まとめ

また,家の周りに生息する「キノコ」や「クモ」,

「コケ」を調査したり, 「鍾乳洞」では岡山県の鍾乳

洞へ夏休みに家族旅行で行き資料を集めたりと,それ

ぞれ実際の体験を元にして調べる姿勢が見られたこと

は,大きな成果である。

(4)掲示板を活用した相互評価

課題研究の中間発表では,生徒4名の発表と質疑応

答の後,コンピュータの掲示板を利用した相互評価を

おこなった。発表会の形式の場合,全員の発表を実施

するには多大な時間を必要とする。また,質疑応答で

は,なかなか意見が出にくく,思いをその場で適切に

表現することが難しい生徒もいる。これに対して,描

示板の利用では,相手のレポートをじっくりとくり返

し読むことができる上,それに対しての意見も自分の

ペースで記入できる。また,その意見を掲示板に書き

込みとして残すことができ,その場を使っての議論に

広げることも可能となる。それぞれの段階での課題や

アドバイスが履歴として残るため,学習の成果や発展

の具合をそれぞれが確認することができると考える。

掲示板を利用した相互評価をはじめて4時間経過し

たとき,自分の掲示板への書き込みを確認しそれに対

してのコメントをつけた。このときに以下のグラフに

示す調査の第1回目を実施した。その後,研究を深め

ホームページを充実すると共に,掲示板での意見の交

換を6時間程度実施した。このときに同じ内容のアン

ケートを第2回として実施したO

生徒の掲示板による相互評価に関してのアンケート

の結果を以下のグラフに示す。なお,間1-8までの

設問とその選択肢はグラフ中に示す。

(t=-2. 52262, P=0. 013631)

l, 2回で5%水準有意差あり

間1の結果から,掲示板への記入については,生徒

はあまり抵抗感なく記入できたようである。また, 1

回目より2回目が「とてもよくできた」が増加し,回

数を繰り返していくことで記入にも慣れ,記入に手応

えを感じている。

間2では,否定的な意見はほとんどなく,ホームペー

ジ形式の発表のため内容がよく読めたようである。
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間3, 4より,レポートに対する助言は十分な成果

が出たとまではいえないようであるが, 7割程度の生

が「できた」と感じている。

口演発表だけでは得られなかった結果と考えるが,

助言や批評をするということに慣れていない生徒の一

面が見える。

(t=-4. 4473, P=2. 78×10-5)

1, 2回で5%水準有意差あり

問5より,掲示板への書き込みが励みとなっている

ことがわかる。ホームページの充実と掲示板への書き

込みを繰り返すことで「大変そう思う」の意見が大き

く増加した。

問6 次の課題を見つけたり、研 究をすす める上で

参考 になりましたか

40 類蔓と三…日‥淫…

30
ミ;:ミ サ 1 回目調査

20

10

. ◆ .■2 匹l日調査
+

+

汚戦

目頭

鳴 ro co -̂ oi
と サ rq -4 汁

軸 j v n 柑

rt. さ tT. 「 ′ー
と 印 d 蝣+ 0 -
買 蔓 蔓 遠 望

r

問6より,次の課題を見つけたり研究を進める上で

相互評価が参考になっていることがわかる。

また,問7, 8より内容が充実するにつれて,相互評

価が互いに刺激になり,高めあうはたらきをしていっ

たと考えられる。
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(t=-2.2981, P=0.024168)

1, 2回で5%水準有意差あり

4.まとめと課題

中学校1年生の総合的な学習LIFE I (学び方を学ぶ)

では,これからの学びの基礎となる以下の能力の育成
をねらって計画した。

(1)ワープロや表計算,ホームページ作成やインター

ネット検索など,コンピュータを活用する基礎的
能力

(2)学びや表現の道具として,コンピュータやネット

ワークを活用する能力

(3)情報を収集し,分析する力。論理立てて思考する
能力

(4)興味・関心を高め,自ら課題を見つけ,よりよく

解決しようとする自己教育力

(5)互いの研究に適切にアドバイスしたり,自らの活

動を振り返り適切に自己評価をする力

今年度の実践では,ワープロやインターネット検索,

ホームページによるレポート作成など基礎的コンピュー

タ活用技術は習得でき,初期の目標は達成できたと考

える。探究活動では,資料を集めまとめるだけでなく,

各自が自らの課題を見つけ,自らの視点でまとめるこ

とが重要である。また,多くの情報からそれらを取捨

選択し,加工していくことも必要であるが,これらの

視点や能力については,これからの総合的な学習を通

して育成されていくものと期待する。中学校1年生の

段階では,達成感のある探究活動はできた。相互評価

等では互いに良いものを酎旨して率直な意見を交換し

たいo今回の実践では,この点も教師の立場から充分

満足できるとはいえないが,掲示板を利用することで

必ず相手に何か記入していくという点では全員が達成

できており,これからにつながっていくものと考える。

今回の課題研究で見られた,自らの体験に関連させ

てまとめていくという姿勢も評価できるもので,これ

からの学習につなげ広げていきたい。
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